
苦
刀口
提

IF
4Z3ふ 恥uu

zr
u川官民

→ヰ
百VR

大
般
若
経
巻
第
六
百
(
春
日
若
宮
経)
に
つ
い
て

歴
史
研
究
室・
古
文
書

お
年
度
よ
り
の
継
続
と
し
て、

昨
年
度
も
唐
招
提
寺
聖
教
・
経
巻
頭
の
調
査
を

行
な
っ
た。

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
最
近
同
寺
の
所
蔵
に
な
っ
た
大
般
若
経
巻
第

六
百
1
巻
に
つ
い
て
で
あ
る。

ま
ず
本
巻
の
体
裁
・
奥
古
全
文
を
掲
げ
る。

紙
本
m由一
巾一u

料
紙
黄
緒
紙

巻
子
本
(
も
と
折
本、

巻
子
本
に
改
装
さ
れ
た
の

は
最
近
で
あ
る)

凹世
界
線

表
紙
・

刷
新
補
(
改
装
附)

巻
首
尾
に
「
春
日

若
宮
社」
の
匙
告
が
あ
る。

奥
書
中
「
廻
向
貴
賎
措
交
名」
8
行
自
の
次

に
3
行
分
の
別
紙
を
継
ぎ、

-
行
を
補
入
す
る
も
2
行
分
は
余
白
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る。

縦∞ω・
吋
佃

全
長
∞
2・
0
叩

紙
数
却
枚

界
高N0・
印

凹
界
巾同・
由
JM・
c
m

一

一紘
長問。
ム
叩
〈
お
行〉

(
奥
山由)仁

治
三
年
八
月
十
コ
百
於
春
日
若
宮
御
前

話
写
了

尼
浄
阿

一
交
了

(以下別涼)廻向
先
賊
輩

(

紙

継

目

)

E

一
部
転
読
後
必
可
被
廻
向

春
花
門
院

季
行
卿

権
律
師
玄
季

法
印
定
釆

尼
浄
党

尼
刑
部
卿
局

阿権八
|羽少条
梨{曽女・
1京都院朗覚

乗

大
般
若
経
巻
第
六
百
(
春
日
若
宮
経〉

に
つ
い
て

尼
覚
阿

僧
党
心

尼
妙
阿
弥
陀
仏

尼
党
心

尼
菩
提

尼
性
阿

(
又
別
活)

僧
禅
範

「
権
少

僧
都
定
厳
」

(

紙

継

目

)

:

-

j

i

-

-

・

:

へ

似

肝

=

何

ゆ

J

〆日Z相-z
hH
7く

(又別市}

「
宜
秋
門
院

准
后
」

尼
信
阿
弥
陀
仏

尼
瓦
如

尼
性
信

尼
母
阿
弥
陀
仏

八
条
左
大
臣
殿

禅
定
殴
下

権
僧
正
党
遍

乗
仁
得
業

的
真
道

僧
隆
実

僧
蓮
信

僧
党
厳

的
実
賢

尼
浄
智

-

ハ

紙

継

目

)

大
来
院
僧
正
御一房一

権
少
僧

都
市
来

僧
隆
釆

僧
静
専

僧
忍
笑

伯
鹿
俊

伯
明
思

僧
行
蓮

大
乗
院
僧
都
御
一房

総
少
僧

都
良
専

向ヨ
ルM子
仔h

rHH
巾切符aA号A

僧
肱
円

僧
道
観

僧
行
手

僧
願
応

伯
信
西
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二
隙
御
方

尼
二
条
周

尼
開
蓮

尼
顕
性

尼
刑
部
卿
局

尼
兵
術
佐
局

尼
生
蓮

女

高

辻

局

(泊市)

女

的

「

女

良

必
」

経

師
塗
師

(迫事)

「

栄

実

'K

冷

山氷

雨

尼

浄

戒

尼
蓮
其

尼
薬
阿
弥
陀
仏

厄

浄

真

尼
勢
阿
弥
陀
仏

尼
信
遊

女
一

如

女
性
阿
弥
陀
仏

仏
師

銅

刺
工

的

忍

舜
」

乃
至
法
界
平
等
利
益

い応

空

如

尼
慈
普

尼
専
念

尼

明

心

尼

苦

心

尼
成
仏

尼
悟
入

女

但

陪刷

局

(泊市内}

「

女

弥

口
」

番

匠

〈迫準}
「

承

仕

観

阿
」

本

巻
は

巻

首

尾
の

「

春
日

若

宮

社
」

の

選

H心
か

ら

も

明

ら
か

な
よ

う

に
、

春
日

若

宮

祉
に

あ
っ

た

大

般

若

経
の

中
の
一

巻
で

あ
る

。

こ

の

大

般

若

経
は

全

80
巻
中
20
巻
ま
で
は 、
そ
れ
を
納
め
た
春
日

附
子
と
共
に 、
現
在
削似
洋
美
術
飢

に

蔵

さ

れ

て

い

る
u

本

巻
に

お

い

て

は

巻

首

尾
に

「

者
n

若

宮

社
」

の

盤

乃
が

あ

も

と

る
が 、
恨
博
美
術
館
の
分
は
同
文
の
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
点
が
興
っ
て
い
る 。

ま

た

各

巻
い

ず

れ
に

も
、

奥
に

尼

伶

阿

川

写

奥

川
が

加

え

ら

れ

て

い

る

が
、

狼

津

美

術
館
所
践
の

巻
に

は

巻

第

80
に

あ

る

よ
う
な

凶
向
抗
賊
輩
交
名
(
以
下
「
交
取引」

と
略
祢
す
る
〉

は

見

ら

れ

な
い

。

現

存

諸

巻
の

中 、

巻

第
3

に

は

党

苔

元

年
(
]
M
M
U
)

4

月

幻

日

占

写

奥

占 、

出
。
。
。
に

は

仁

治
3

年

公
営
M
〉

8

月
四

日

川

写

拠

川
が

あ
り

、

本

経
は

約
四

年
5

ヶ

月
の

年

月

を

貸
し

て

尼

浄

阿
が
一

筆

A

写
し

た

こ

と
が

知

ら

れ

る
。

全

巻
代日

写

終
了
後
の
仁
治
3

年
末
頃 、
別
人
の
手
に
よ
り
二
度
に
わ
た
っ
て
校
合
が
加
え
ら

{注1)

れ
た 。
か
く
し
て
伶
阿
は
本
経
を
春
日
若
宮
祉に
務
納
し
た
が 、
翌
犯
元
元
年
叩

月

本

経

を

毎

日

3

巻

転

読

す
る

た
め

の

供

料

と

し

て
大

和

国

椛

木

庄

な

ら
び

に

伊

保

戸

水

聞

を

寄

進
し

た
。

大

般

若

経

書

写
な

ら
び

に

所

領

容

進
の

動

機
に
つ

い

て

は
悶
子
に
陰
刻
さ
れ
た
寛
元
元
年
刊
月
日
尼
浄
阿
寄
進
願
文・
同
寄
進
所
領
坪
付

注
文
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ほ
に
よ
く

知

(政2)

ら

れ

て

い

る

と
こ

ろ

で

あ

る
。

こ
こ
で
は
「
交
名」
を
中
心
に
し
て
述べ
る
こ
とに
す
る
が 、
そ
の
手
懸
り
と

し
て
浄
阿
が
寄
進
し
た
所
領
の
伝
領
凶
係
を
取
上
げ
た
い 。
椎
木
庄
は
季
行
卿
|

子
息
北
小
路
女 .
M
|

妹
六
条
局
(
法
名立
阿〉
|

艇
尼
浄
阿
と
伝
領
さ
れ 、

ま
た

伊
保
戸
水

旧
は

尖
脱
|
尼
真
如
|

尼
浄

阿
と

伝
え

ら

れ
た 。
挙
行

卿
は
藤
原
道
綱

の

お問 、

協

傍

流
で

あ
る

。

こ

の

厨

子

銘

文
に

よ

れ
ば

季

行
は

少

く

と

も
二

人
の

女

子
を
持
っ

て
い

た

こ

と
に
な

る

が
、

噂
卑
分
脈
に
は
彼
の

女

子
は
見
え
て
い

な

い
。

但

し

定

行
(

季行
係
・

能
季
子〉

の

上
に

は

「

結
以

下

皆

定

能

舎

弟

也

云
々
」

と

誌

記
が

あ
り

、

定

行
・

党

来
・

玄

季
・

女

子
〈
九
条
良川
辿
・
・

μ
経
ほ
)

の

四

人

を

季

行
の

子
と

す

る

説
の

あ
る

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

中
で

も
こ

の

女

千
は

同

じ

時

卑
分
脈
で
も
九
条
良一必
の
項
で
は
姿
行
女
と
し
て
い
る 。
さ
ら
に
室
町
時
代
初
期

(注3)

に

成

立

し

た

と

見

ら

れ

る

仁

和

寺

本

系

図
は

季

行

「
と

し

て

能

季
の

次
に

定

行
・

玄

季
・

女
子
(
後
法
性
寺
北
政
所)
の

三
人

を
掲
げ
て
い
る 。

定
行
以
下
は
季
行
の
子
と
考
うべ
き
で
あ
る 。

」
う
し
た
こ
と
か
ら

巻ー

で

は

こ

の

ハ
九
条
兼
実
妻 、

良戸
地
・

良
経
母
)

と
北
小
路

「
後
法
性
寺
北
政
所」
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女一ω・
六
条
局
と
の
関
係
は
と
う
で
あ
ろ
う
か 。
六
条
烏
は
「
宜
秋
川
院
女
房」

で
あ
る
か
ら
後
法
性
寺
北
政
所
と
は
別
人
で
あ
る ο
或
は
北
小
路
女 .
M
と
は
こ
の

北
政
所
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が 、
な
お
検
討
を
加
え
た
い 。

次
に
こ
の
大
般
若
経
を
刀
写
寄
進
し
た
尼
浄
阿
に
つ
い
て
述べ
る d
山内
阿
は
六

条
局
の
姪
で
あ
る
か
ら
季
行
の
孫
に
当
る 。
彼
女
は
寄
進
願
文
の
中
で
「
乞
願
奉

始
務
花
川
院 、
党
阿・
浄
阿・
真
如
等
施
主
乃
至
結
縁
刷
出
之
輩
為
先」
と
特
に

お廿
禁
門
院
の
名
を
挙
げ
て
お
り 、
官
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

あ
る
い
は
浄
附
は
も
と
春
禁
門
院
女 .
M
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
し
か
し

祢
卑
分
脈
中
に
は
そ
れ
と
指
定
し
う
る
女
チ
は
見
当
ら
ず 、
季
行
子
息
小
誰
の
女

子
な
の
か
は
定
め
難
い 。

巻
潟
六
百
奥行 一日
の
「
交
名」
中 、

る 。

出
自
の
知
ら
れ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

l 

八
条
女
・院
(
hM
羽
2
・K)

春
禁
門
院(
後
山
羽山川L
K 、
ほ
ん札
秋門
院 、
八
条
院
飢
伝
似)

季
行
卿
(
伶阿
机父)

権
少
僧
都
立
来(
季行
子力)

権
律
師
玄
季(
季
行
子力 、
興
福
寺
僧)

法
印
定
釆(
不行
孫 、
定
能
子 、
興
稲
寺川川)

尼
立
阿〈六
条
応|
挙行
女 、
江
秋
門
院ル民
自己

権
少
的
都
定
厳(
術
作
附玄
泰
子 、

ゑ一'行
係)

宜
秩
門
院
(
後鳥羽
中
宮 、
九
条
米
実女 、
お廿
都中
門
院母〉

八
条
左
大
臣
殿
(
九
条良
輔|
兼
笑子 、
八
条院
猶
子)

禅
定
殿
下〈
九
条
道
家)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

大
般
若
経
巻
第六
百
〈
在日
半相
官経〉
につ
い
て

12 

大
来
院
的
正
御 一肘〈
円
災|
道・米
子 、
当
川
刷間 一悩寺別
当 、
大
采
院
門
跡)

13 
大
東
院
他
都
御
一剖
(
地
位
l
道
家
孫 、
教
央
子 、
後
に
大
采
院
門
跡〉

14 

権
的
正
党
一遍〈
光
明
院 、
後に
興一Mh守別
当〉

15 

二
陳
御
方〈
季行
凶
係 、
定
能
孫 、
親
能
子 、
将
軍
頼経
側室 、
額嗣
ほ)

以
上
の
よ
う
に
こ
の
交
名
に
は
披
初
に
凶作
阿
と
関
係
深
い
八
条
院・
春
一紫
門
院

を
あ
げ
た
後 .
祖
父
季
行
以
下
の一
族
が
記
さ
れ 、
次
い
で
宜
秋
門
院
な
ら
び
に

九
条
家
関
係
者 .
脳内
稲
守
的 、
二
棟
御
方
以
下
の
女
人
尼
衆
が
名
を
述
ね
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る ψ
即
ち
こ
の
火
名
は
明
ら
か
に
し
う
る
限
り
で
は
主
と
し
て
暴
行

一
族 、
九
条
家一
一族 .
興
福
寺
僧
の
3
グ
ル
ー

プ
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る 。

そ
の
中
で
興
福
寺
僧
に
つ
い
て
は 、
こ
の
大
般
若
経
の
寄
進
を
受
け
る
側
で
は
あ

る
が 、
大
乗
院
的
正・
同
他
都
は
共
に
九
条
家
の
出
身
で
あ
り 、
本
経
と
九
条
家

と
の
凶
係
は
な
か
な
か
に
笛
綾
な
も
の
が
あ
る 。
ま
た 、
或
は
浄
阿
が
仕
え
た
か

と
忠
わ
れ
る
春
彰
門
院
は
九
条
兼
突
の
女
宜
紋
門
院
の
子
で 、
し
か
も
九
条
家
と

凶
係
深
か
っ
た
八
条
院
の
辿
備
を
伝
領
し
て
い
る 。
し
か
し
こ
う
し
た
点
だ
け
で

凶作
阿
と
九
条
家
と
の
関
係
が
で
き
た
の
で
は
な
い 。
季
行一
族
中
に
は
後
法
性
寺

北
政
所
を
始
め
と
し
て
九
条
家
と
凶
係
深
い
人
々
が
少
く
な
い 。

季
行一
族
中 、
九
条
家
と
凶
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
後
法
性
寺
北

政
所 、
六
条
局
(
党
附) 、
宜
秋
門
院
女
房
対
御
方 、
宜
秋
川
院
大
宮
局 、

二
陳

{
ぷ
4}

御
力
で
あ
る
が 、
仰
の
二
人
は
季
行
子 、
後
の
三
人
は
い
ず
れ
も
定
能
(
不行
子)

チ
文
は
孫
に
当
っ
て
い
る 。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
季
行一
族 、
と
く
に

そ
の
中
で
も
定
能
の
系
統
が
九
条
家
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う 。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
交
名」
に 、
季
行一
族
と
並
ん
で
九
条
家
の

人
々
の
名
が
多
数
見
え
て
い
る
の
も
こ
の
よ
う
な
両
家
の
凶
係
に
よ
る
も
の
と
い
21 
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以
上
浄
阿
と
「
交
名」
に
名
を
連
ね
て
い
る
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
た 。
な
お
問
題
も
成
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が 、

そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
譲
り
た
い 。

(
1〉

一
註

巻】O
アI
仁
治
3
年
日
月
日
日
校
合
奥
沼

巻
5∞
|

仁
治
3
年
ロ
月
M
日
校
合
奥
山

荻
野
三
七
彦
「
板
に
刻
ん
だ
文
出」
〈
日
本
陛
史
広由
H3

平
城
宮
発
刷協
調
査
報
告
m

UA
瓦
参
照

六
品目
局
の
他
は
羽
山叫
分
脈
に
よ
る ・

(
2)
 

〈
3〉

(
4〉

，問、
回

総

22 

平
城
宮
第
担
次
調
査
出
土
品
(
木
文
鈎
頁
参
照)
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